
４年生実践から見る 指導と評価 

 

１．単元名  「ごみはどこへ」 ～身近な取組からごみの減量について考えよう～ 

 

２．学校教育目標と社会科で目指す子どもの姿 

（省略） 

３．単元目標 

  廃棄物を処理する事業について、ごみの処理の仕組みや再利用、人々の協力に着目して、見学・調査したり

資料で調べたりしてまとめ、ごみの処理のための事業の様子を捉え、その事業が果たす役割を関連付けて考え、

ごみを処理する事業は、衛生的な処理や資源の有効利用ができるよう進められていることや、生活環境の維持

と向上に役立っていることを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとしたり、

学習したことを基にごみの減量などについて自分たちができることを考えようとしたりする態度を養う。 

 

４．評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①処理の仕組みや再利用、人々の

協力などについて、見学・調査し

たり資料で調べたりして必要な

情報を集め、読み取り、廃棄物の

処理のための事業の様子を理解

している。 

 

②調べたことを図表や文などにま

とめ、廃棄物を処理する事業は、

衛生的な処理や資源の有効利用

ができるよう進められているこ

とや、生活環境の維持と向上に

役立っていることを理解してい

る。 

①処理の仕組みや再利用などに着

目して、問いを見いだし、廃棄物

の処理のための事業の様子につ

いて考え表現している。 

 

 

 

②ごみなどの廃棄物を処理する仕

組みや人々の協力関係と地域と

の良好な生活環境を関連付けて

廃棄物の処理のための事業が果

たす役割を考えたり、学習したこ

とを基に、ごみの減量など、自分

たちができることを考えたり、選

択・判断したりして表現してい

る。 

①廃棄物を処理する事業につい

て、予想や学習計画を立てた

り、見直したりして、主体的に

学習問題を追究し、解決しよ

うとしている。 

 

 

②学習したことを基に、ごみを

減らすために自分たちができ

ることを考えようとしてい

る。 

 

５．目指す子どもの姿に迫るための授業改善の５つの視点 

 

（１）教材化 ～ごみ処理に携わる様々な「人」に着目し、誇りや愛情を涵養する～ 

本単元は、廃棄物を処理する事業が衛生的な処理や資源の有効利用ができるように進められていることや、

生活環境の維持と向上に役立っていることが理解目標です。日々の生活から出る大量のごみは、当たり前のよ

うに処理されていますが、そのおかげで自分たちの生活環境が守られていることを児童は理解していません。

そこで、川崎市は全国でも率先してごみ処理や資源の有効利用に力を入れていること、それらに携わる人々は

きれいに暮らせるまちを守るために工夫や努力、協力などをしていることを理解できるようにしました。子ど

もたちが「ごみ処理に携わる人々によって自分たちの生活が守られている」と実感できるよう、その人々（ご

み収集員、ごみ処理センターや資源化処理施設の職員、廃棄物減量指導員など）との出会いを多く設けるよう

にしました。直接会うのが難しい場合は、取材や質疑応答をしてもらえるようにしました。また、ご本人の顔

写真も撮らせていただくことでより児童にとって身近に感じられるようにしました。これらの取組は、キャリ

ア在り方生き方教育における「わたしたちのまち川崎」の視点にあたると考えました。 

 

（２）学習過程 ～視点を明確にした学習過程～ 

日々の生活から必ず出てくるごみに着目させ、「ごみとは何だろうか」という疑問から、当たり前すぎて気に



も留めていなかったごみの処理がどのように行われているのかについて疑問を出し合い、学習問題をつくりま

した。前単元「水はどこから」では、水が自分たちの手元に届くまでに様々な人が携わっていること、そこに

は多くの工夫や努力があることを理解してきました。その際に、「だれが」「どこで」「どのように」「工夫や努

力」と視点を可視化していきました。本単元でも、それらの視点に注目しながら学習しました。 

また、ごみの処理に携わる「人」の思いにも触れ、様々な人たちのおかげで自分たちのまちが守られている

ことを理解した上で、社会的な見方・考え方を働かせながら現代・未来社会の課題と向き合い、子ども達が「自

分たちも協力しなくては」「自分たちには何ができるのか」という思いを抱き、地域社会の一員として自分たち

も何かしなければという意識をもてるような学習過程を考えました。 

 

（３）学習活動 ～ごみ処理に携わる様々な「人」の営みから学ぶ～ 

人との出会いを大切にし、多くの出会いの機会（出前ごみスクールの収集員をはじめ、処理センターや資源

化処理施設の職員、子どもたちの学区で活動を行う廃棄物減量指導員）を設けました。ごみ処理に携わる様々

な人の取組、工夫や努力などの話を聞くことで、その人たちの思いや考えからより「自分の事」として捉えな

がら学ぶことができました。また、副読本も活用し、話を聞いた上でさらにごみ処理の理解を深める手立てと

して活用しました。 

様々な人との出会いを通して、「○○さんが△△をするために□□をする工夫を行っていた」と、子どもたち

が具体的な内容で説明できるようになり、そこから「自分たちも協力しなくては」「自分たちには何ができるの

か」という思いが自然と出てくるような子どもたちを育てていきたいと考えました。これらの学習活動は、キ

ャリア在り方生き方教育の「みんな一緒に生きている」の視点にあたると考えました。 

 

（４）指導と評価 ～学習問題・まとめ・振り返り ３つのつながり～ 

学習のまとめや振り返りを書く際には、必ずその時間の「学習問題は何だったのか」「今日学んだ中でのキー

ワードはどれか」「まとめの書き始めはどのようにすればいいか」「今日の学習問題に対する振り返り」につい

てクラス全体で共有するようにしました。そうすることで、問題・まとめ・振り返りの３つの繋がりのずれが

生じないようにし、子どもたちが書いたまとめや振り返りから、学習問題や授業中の声掛け、板書などが適切

だったかを教師自身も振り返り、子どもの理解が不足している部分などがあったら必ず補足するようにしたり、

次時の授業に生かしたりするようにしました。 

 

（５）一人一人が生きる社会科学習 ～様々な考えに触れ、自分の考えを深める社会科学習～ 

  意見交流や話し合いでは、少人数グループ→クラス単位の流れで行いました。これは、自分の考えに自信が

なかったり大勢の前で話すことが苦手だったりする児童でも、自分の考えを少しでも表現できる場を設けたい

と考えたからです。様々な考えに触れることで自分の考えと比較し、考えの変容や確信など自分の考えの深ま

りを感じてもらうためで、本単元では、児童が「ごみの処理に携わる人々」「自分の考え」「友達の考え」の３

つの立場の思いに触れるように進めました。①「ごみの処理に携わる人々の思い」を知り→②「自分の考え」

をもつ→③「友達の考え」を自分の考えと比較しながら聞き、→④再度「自分の考え」を見直していく。様々

な立場の思いに触れることにより、自分では気付かない考えに気付けたり、自分の考えに確信をもったりする

ことができ、ごみの処理に携わる人々に対する自分の考えがより深まると考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．問題解決的な学習の充実に迫る単元構想 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ごみとは何だろうか 

何がごみ？いらないもの？ 

汚れたもの？使えないもの？ 

学校・家庭のごみ調べ 川崎市の一年間の家庭ごみの量 

集積所の写真 大量のごみが出ていた。種類も多い。

このごみはどうなるの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③④家や学校から出たごみは、だれがどのように回収しているのだろうか。(知①) 

単元を見通す学習問題 

工
夫
や
努
力 

 

収集員の方の話 

学区のごみ収集ルート ごみ出しのルールを守ってほしい。 

大量のごみを効率的に回収するための
工夫や努力があった。回収したごみは
処理場に集められた後どうするのだろ
うか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤処理場では、集められた普通ごみをどのように処理しているのだろうか。(知①) 

ごみ処理センター見学用DVD(普通ごみ)(GIGA) 

ごみ処理センター
の方の話 

まちを守る大切な仕
事。分別をしてほしい。 

 

衛
生
的
な
処
理 

処理に携わる人の工夫や努力によって安
全に処理されていた。高度な処理の仕組
み（焼却能力、排ガス設備、臭い対策、余
熱利用）で環境にも配慮していた。 
資源物はどうしているのだろうか？ 

① ②収集されたごみは、だれが、どこで、どのようにして処理しているのだろうか。 (思①) (態①) 
 

 ごみすて場に出されたごみは、ごみ処理にたずさわる人々によってわたしたちの生活や環境のことを考えながら燃やしたり、

新しいものに生まれ変わらせたりしていた。川崎市だけではなく、まちの人々や様々な工場が協力しているからごみの量が減り、

今でもまちがきれいに保たれている。 

 
単元を振り返る学習問題 

今のままでは２０５３年に埋立処分場がいっぱいになってしまう！ 

⑧⑨収集されたごみは、だれが、どこで、どのようにして処理しているのだろうか。 (思②) (知②) 
 

 

 

 

 

廃棄物減量指導員(啓発) 副読本「くらしとごみ」ごみの量と人口のうつりかわり 

 

 

川崎市のごみ分別率・資源化率 

副読本「くらしとごみ」 

 

 

 

 

 

⑦昔はどのようにごみを回収したり処理をしたりしていたのだろうか。(知①) 

ごみ収集の写真 
(昔、現代)(GIGA) 

人々の願いから、ごみを定期的に回収する仕組みができた。しかし、非常事態宣言が出るほどごみの量が増え
てしまったから資源物の種類を増やしたりごみの量を減らしたりする仕組みやきまりが作られてきた。みん
なが協力してきたから、ごみが減って、きれいなまちが守られてきた。 

副読本「くらしとごみ」・ごみ処理のあゆみ ・ポイ捨て禁止条例 
・ごみの量と人口のうつりかわり 

公
衆
衛
生
の
向
上 

 

 

 

 

 

 

⑥集められた資源物は、どのように処理しているのだろうか。（知①） 
資
源
の
有
効
利
用 

資源化処理施設見学用DVD(資源物) 資源化処理施設の方の話 

手作業による大
変な仕事。分別に
協力してほしい。 

副読本「くらしとごみ」 
・資源物のゆくえ 
・川崎市のごみ処理のながれ  

 

計
画
的
な
改
善 

クリーンかわさき号 

まちのお店の取り組み 
(Aストア、コンビニエンスストア) 

政令指定都市3年連続最少 

⑩⑪地域やまちではどのような取り組みをしているのだろうか。(知①) (態①) 

埋立処分場 ２０２８年→２０５３年にのびた 

２０５３年に埋立処分場はいっぱいに。
しかし、ごみを０にはできない。 

コロナによる家庭ごみの増加 

効
率
的
な 

収
集
の
仕
組
み 

 

これまでの学習資料 

ごみにはどのようなものがあるのだろうか 

灰の行き先 
(埋立処分場) 

地域の資源回収 

しかし、次の処分場は未定 

出前ごみスクール 

⑫⑬ごみを減らすためにわたしたちにできることはなんだろう。(思②)(態②) 

埋立処分場がいっぱいになってまちがごみであふれてしまわないように、○○に取り組んで、わたしたちのまちを 
守っていこう！学校全体でも協力してもらいたい。家族にも協力してもらおう。 

ごみを減らすために、地域では廃棄物
減量指導員さんの取り組みや資源回
収などが行われていた。また、様々な
お店も川崎市のごみの減少のために
協力していた。わたしたちにも何かで
きることはないだろうか？ 

資源物は、種類ごとに合った処理をされ、川崎市と

様々なリサイクル工場が協力して新しいものに生
まれ変わっていた。昔はごみをどのように処理して
いたのだろうか？ 



７．資質・能力の育成に向けた学習評価計画（１３時間）※   は評価したことを記録に残す場面 

〇本時のねらい 〇主な学習活動 ◇主な資料 評価方法【評価規準】 

① たくさんのごみのゆくえ

について話合い、学習問

題をつくることができる

ようにする。 

〇ごみ調べを行い、たく

さんのごみのゆくえ

について話し合い、学

習問題をつくる。 

 

◇川崎市の１年間の 

家庭ごみの量 

◇集積所の写真 

 

・発言やノートの記述か

ら、「処理の仕組みや再利

用などに着目し、問いを

見出しているか」を評価

する。 

【思－①】 

② 学習問題の解決に向けて

予想や学習計画を立てる

ことができるようにす

る。 

○学習問題の予想をも

ち、学習計画を立て

る。 

 ・発言やノートの記述か

ら、「学習問題の解決に向

けた予想や学習計画を立

て、解決の見通しをもっ

ているか」を評価する。 

【態－①】 

③④収集員に聞き取り調査

したり、資料で調べたりす

ることを通して、集積所の

ごみを収集する仕組みな

どについて理解できるよ

うにする。 

〇集積所のごみを収集

する様子を見学・調査

したり各種資料を活

用したりして調べる。 

◇収集員の方の話 

（出前ごみスクー

ル） 

◇ごみ収集車の 

ルートマップ 

 

・ワークシートやノートの

記述や質問から、「必要な

情報を集め、読み取り、

集積所のごみを収集する

仕組みなどついて理解し

ているか」を評価する。    

【知－①】 

⑤ごみ処理センターで処理

について資料で調べるこ

とを通して、環境に配慮し

た処理の仕組みや処理に

携わる人々の工夫や努力

を理解できるようにする。 

〇ごみ処理センターで

燃えるごみを処理す

る様子について各種

資料を活用して調べ

る。 

◇ごみ処理センター

見学用DVD 

◇王禅寺ごみ処理 

センターの方の話 

◇灰の行き先 

（埋立処分場） 

・発言やワークシートやノ

ートの記述から、「必要な

情報を集め、読み取り、

環境に配慮した処理の仕

組みや処理に携わる人々

の工夫や努力をについて

理解しているか」を評価

する。 

【知－①】 

⑥資源化処理施設について

資料で調べることを通し

て、種類ごとに合った処理

の仕方や処理の仕組みや

処理に携わる人々の工夫

や努力を理解できるよう

にする。 

〇資源化処理施設で資

源物を処理する様子

について各種資料を

活用して調べる。 

◇資源化処理施設 

見学用DVD 

◇資源化処理施設の

方の話 

◇資源物のゆくえ 

 川崎市のごみ処理

のながれ 

（「くらしとごみ」） 

・発言やノートの記述か

ら、「必要な情報を集め、

読み取り、種類ごとに合

った処理の仕方や処理の

仕組みや処理に携わる

人々の工夫や努力を理解

しているか」を評価す

る。   

【知―①】 

⑦川崎市のごみ処理問題 

に対しての取組について

調べることを通して、衛生

的に処理をする仕組みや

きまりなどをつくり、計画

的に改善されてきたこと

を理解できるようにする。 

 

 

○ごみ処理問題を計画

的に解決している様

子について各種資料

を活用して調べる。 

 （GIGA） 

◇ごみ収集の写真 

（昔・今） 

◇クリーンかわさき

号 

◇ごみ処理のあゆみ 

（「くらしとごみ」） 

・発言やノートへの記述か

ら、「必要な情報を集め、

読み取り、衛生的に処理

をする仕組みやきまりな

どをつくり、計画的に改

善されてきたことを理解

しているか」を評価す

る。   

【知―①】 

⑧⑨調べたことを図などに

まとめ、ごみを処理す

る仕組みや人々の協力

関係と地域の良好な生

〇学習問題について調

べたことをもとに、

ごみ処理の仕組みや

経路、人々の協力関

◇ノート 

◇副読本 

「くらしとごみ」 

 

・発言やワークシートか

ら、「ごみを処理する仕組

みや人々の協力関係と地

域の良好な生活環境を関



活環境を関連付け、ご

みの処理のための事業

の果たす役割を表現す

ることを通して、廃棄

物を処理する事業は、

衛生的な処理や資源の

有効利用ができるよう

に進められていること

や、生活環境の維持と

向上に役立っているこ

とを理解できるように

する。 

係などについて、図

などにまとめなが

ら、ごみ処理事業の

果たす役割について

考える。 

 

 

〇まとめたことを基に、

学習問題について話

合い、文にまとめる。 

連付け、ごみの処理のた

めの事業が果たす役割を

表現しているか」を評価

する。    

【思―②】 

 

・ワークシートやノートの

記述から、「調べたことを

図などにまとめ、廃棄物

を処理する事業は、衛生

的な処理や資源の有効利

用ができるように進めら

れていることや、生活環

境の維持と向上に役立っ

ていることを理解してい

るか」を評価する。    

【知―②】 

⑩⑪地域の人々の取組を調

べることを通して、ご

みの減量に向けた取組

や工夫や努力を理解で

きるようにする。と共

に、さらに調べること

を見いだすことができ

るようにする。 

 

〇地域の人々がごみの

減量に向けて取り組

んでいる様子につい

て各種資料を活用し

て調べる。 

 

 

 

〇ごみについての課題

からさらに調べるこ

とを見い出す。 

◇店の取組 

（スーパー、コン

ビニ) 

◇廃棄物減量指導員

の話 

◇資源回収 

・ノートの記述から、「必要

な情報を集め、読み取

り、衛生的にごみの減量

に向けた取組や工夫や努

力を理解しているか」を

評価する。      

【知―①】 

 

・振り返りの記述から、「こ

れまでの学習を振り返 

り、さらに調べることを

見いだしているか」を評

価する。 

【態―①】 

⑫⑬学習したことを基に、ご

みを減らすために自分

たちができることは何

か考えようとする態度

を養う。 

〇ごみを減らすために

自分たちができるこ

とを選択・判断し伝え

合う。 

 

 

 

〇ごみを減らすために

自分たちにできるこ

とについてノートに

自分なりの考えをま

とめる。 

◇これまで活用した 

資料 

◇ノート 

◇コロナによる家庭

ごみの増加 

◇川崎市ごみ資源化

率 

・発言やノートの記述から

「学習したことを基に、ご

みを減らすために、自分た

ちが協力できることを考え

たり選択・判断したりして

表現しているか」を評価す

る。 

【思―②】 

 

・振り返りの記述から「単元

の学習を振り返り、ごみを

減らすために、自分たちが

できることを考えようとし

ているか」を評価する。 

        【態―②】 

 

 

 

 

 

 



資料．「社会のしくみ」と「社会とのかかわり」をつなぐ理解の構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

廃棄物を処理する事業は衛生的な処理や資源の有効活用ができるように進められているこ

とや人々の生活環境の維持と向上に役立っていることを踏まえ、ごみを減らすために自分た

ちが協力できることを考えたり選択・判断したりして人々の生活環境の保全に関心を高める

とともに自らもごみの適切な処理や再利用に協力しようとする態度を養う。 

ま
と
め
て
分
か
る
こ
と 

着
目
す
る
こ
と 

知
識 

社
会
と
の
関
わ
り 

ごみを減らすためにわたしたちにできることは何だろうか。 

ごみを処理する事業は、地域の生活環境に配慮しながらごみを安全かつ衛生的に処理してい

る。また、県内外の関係機関が相互に連携して処理したり再利用したりもしている。 

ごみを処理する事業が、現在に至るまでに衛生的に処理する仕組みをつくり計画的に改善して

きたことで、地域の公衆衛生が向上し、人々の生活環境が維持され向上してきた。 

ごみ収集や処理の仕組

みや再利用ついて調べ、

それらの事業が果たす役

割を考え、廃棄物の処理

に携わる人々は、大量で

多様な廃棄物を地域の生

活環境に配慮しながら廃

棄物を安全かつ衛生的に

処理していることが分か

る。 

人々の協力関係につい

て調べ、人々が果たす役割

を考え、相互に連携して処

理したり再利用したりし

ていることが分かる。 

 

現在に至るまでの処理

の仕組みや法について調

べ、廃棄物を処理する事業

においては，現在に至るま

でに衛生的に処理する仕

組みがつくられ計画的に

改善されてきたこと、その

結果、地域の公衆衛生が向

上してきたことが分かる。 

・店の取り組み 

（スーパー、コンビニ) 

・廃棄物減量指導員の話 

・資源集団回収 

・川崎市の１年間の家庭

ごみの量 

・処理センター、資源化

処理施設の仕組み 

・廃棄物の処理に携わる

人々の工夫や努力 

 

・昔のごみ処理の様子 

・ごみ非常事態宣言 

・ごみに関するきまり 

・ごみ収集の仕組み 



 

 

 

♦４年部会が目指す子ども像 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

研究の重点 

○教材化「日常生活や人との関わりを大切にした教材化」 
（１）ごみ処理に関わる人達の思いを大切に、自分にできることを考える。 

ごみ処理事業に関わる人達は、地域の生活環境や市民の健康を守るために廃棄物処理事業に携わっています。

このような人たちのおかげで自分達の生活が成り立っていることを理解し、ごみを減らすためにできることを考

えることは、地域社会の一員としての自覚を高めるために大切です。   

そこで本単元では、事業に関わる人や地域の人達の思いや努力など、人の働きを共感的に捉えながら学習を

進めていくことで廃棄物処理の果たす役割を理解できるようにしました。また、廃棄物処理に関わる人、地域

の人たちなどそれぞれの立場の人達の「協力してほしい」という思いの意味を考えることで、自分たちもごみ処

理について真剣に向き合っていかなければならないということに気付けるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）川崎市のごみの現状が分かる資料から、自分たちにできることを再考する。 

今回の実践では、ごみを減らすために自分にできることを交流した後に、川崎市のごみの分別状況が分かる資

料を提示しました。その後、一人ひとりが本当に分別できているのかを確認する活動を取り入れ、十分に分別で

きていないことが気づけるようにしました。このような活動を通して、自分たちの現在の生活をもう一度見直す

必要やごみ問題は今後も考え続けなければいけない問題であることに気付けるようにしました。よりよい社会を

考え学習した事を社会生活に生かそうとする態度や、地域社会の一員として協力していこうとする態度を養うこ

とにつながったと考えています。 

 

学習過程「子どもの思考の流れを大切にした学習過程」 
地域の一員として何ができるかを考えられるよう、子どもの思考の流れを大切にした学習過程にしました。単

元の前半では、ごみ処理事業について学習計画を立て、調べる視点を明確にすることで廃棄物を処理する事業の

役割を理解できるようにしました。単元後半では、学習計画を見直す時間を入れ、地域へ目が向くようにしまし

た。ごみ処理事業には様々な立場の人達が協力して関わっていることを知ることで、協力していくことの必要性

を実感するのではないかと考えています。また選択・判断の時間では、ごみ処理事業と地域の取組の理解を踏ま

えた上で、自分にできることを考えられるようにしました。 

ともに生きる未来を創造し、よりよい社会の在り方を問い続ける社会科学習 

社会の仕組みやつながりを理解し、地域社会の一員として自覚を高める子 

（4年部会が大切にしている社会科学習） 

・子どもが意欲的に学びながら社会の仕組みを理解する学習過程 

・子どもの日常生活や人との関わりを大切にした教材開発 

・子どもが疑問をもち、考えたくなるような資料選択・提示  

・子どもが自分から調べたり、取材したり、誰かに伝えたりする 

など、自ら動き出す学習活動 

（社会科教育研究会が大切にしていること） 

・学ぶ意欲を高めつつ、学習のねらいを達成できる教材化 

・地域にある素材を生かした教材化 

・追究の意欲を喚起する教材化 

・社会の動向に応じた教材化 

・自らの在り方や生き方を考えることができる教材化 

・各種副読本を活用しながら学習を進められる教材化 

ごみ処理事業 

収集員 処理センター職員 

職員 

資源化処理施設の職員 

職員 

地域 

廃棄物減量指導員 

職員 

店の取組 

職員 

協力してほしい 

自分達 

ごみ処理事業の果たす役割を理解 

自分にできることは？ 

地域社会への参画意識 

自分にできることは？ 


